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（右から）釡和明ＡＳＥＡＮ日本経済協議会副会長、タン

スリ・ムハマド・ムニールＡＳＥＡＮ－ＢＡＣ議長、ウイン・

アウン共同議長 

会議の全体風景 

ＡＳＥＡＮ日本経済協議会日本委員会 

ＡＳＥＡＮ-ＢＡＣとの懇談会 概要報告 

 

１．日 時 平成２７年４月２５日（土）１０：００～１１：１５ 

２．場 所 シャングリラ・クアラルンプール ジョホール・ルーム（マレーシア） 

３．出席者   

日本側： 釡 和明ＡＳＥＡＮ日本経済協議会（ＡＪＢＣ）日本委員会副会長を筆頭に現

地日系企業（トヨタ自動車、豊田通商、三菱東京ＵＦＪ銀行、住友商事）、ジェ

トロなど１７名 

 ＡＳＥＡＮ側：タンスリ・ムハマド・ムニールＡＳＥＡＮ－ＢＡＣ議長（マレーシア）

をはじめ１８名（ＡＳＥＡＮ１０カ国のＡＳＥＡＮ－ＢＡＣ委員） 

         ※ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣ：ＡＳＥＡＮ各国首脳から任命されたＡＳＥＡＮの経済人で

構成される諮問機関。ＡＳＥＡＮ首脳にＡＳＥＡＮ経済界の意見・要望を伝える

役割を持つ。 

４．会議の趣旨 

   ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣがＡＳＥＡＮ＋１

各国と実施する個別懇談会。本年 1月か

ら始まり、今回は日本と中国の２カ国との

個別懇談会が開催され、「ＡＳＥＡＮ首脳

への報告」に盛り込むべき事項についての

提案・意見交換が行われた。 

５．内 容 

（１）ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣの活動報告 

○タンスリ・ムハマド・ムニールＡＳＥＡ

Ｎ－ＢＡＣ議長（マレーシア）ならびに

サイヤド・ナビル・アルジェフリ氏（ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣマレーシア委員）から、他

のビジネス・カウンシルとの懇談など、次のようなＡＳＥＡＮ－ＢＡＣの活動報告が

あった。 

・昨年１１月の合同協議会でＡＳＥＡＮ－ＮＺビジネス・カウンシルやＡＳＥＡＮ

ビジネス・クラブが非関税障壁についてプレゼンテーションを行った。 

・ＡＳＥＡＮ－ＥＵビジネス・カウンシルは、金融システムには長期間のファンド

が必要なことを訴えた。 

・ＡＳＥＡＮ－ＵＳビジネ

ス・カウンシルからは、零

細中小企業にとっては、Ｆ

ＴＡなどの情報や金融への

アクセスをしやすくするこ

とがＡＳＥＡＮにとって重
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要であるとの提言があった。         

○日本から、ジェトロ・シンガポールの西川和見エクゼクティブ・ディレクターが金融へ

のアクセスなしに中小企業の育成は難しいため、すでに中小企業育成について、豊富

な経験と知識を有する日本政府やＡＳＥＡＮに進出している日本の銀行からその経験

を伺ってはどうかとの提案があった。 

 ○タンスリ・ムハマド・ムニール議長は、ＡＳＥＡＮ経済共同体（ＡＥＣ）創設に向け

た「プループリント２００７」を非関税障壁や通関分野の課題などの分野ごとに整理

しているが、ＡＳＥＡＮ全体で合意していても、税関の現場レベルでの運用で解決し

ていない問題があるため、ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣの議論を通じて解決に向けたアプロー

チをしていくと語った。また、個別の詳細事項を盛り込んだプレゼンテーションを１

１月の第２６回ＡＳＥＡＮ首脳会合に提出すると明らかにした。 

 ○ネック・オンハ氏（カンボジア）は、日本政府に日ＡＳＥＡＮビジネストラベルカー

ドの発行を提案し、現在、日本訪問に際してビザが必要となっているカンボジア、ラ

オス、ミャンマーのビジネスマンもビザなしで訪問できることを要望した。 

 ○タンスリ・ムハマド・ムニール議長は、ＡＥＣ設立後のポスト２０１５を見据えた重

点項目の提案づくりに日本から意見を伺いたいと述べ、１１月にＡＳＥＡＮ首脳に提

出する要望書への意見を求めた。 

 

（２）日本側からの活動報告ならびにＡＳＥＡＮ－ＢＡＣ・ＡＳＥＡＮ首脳への要望 

 ○釡ＡＪＢＣ副会長より、日本の産業界がＡＳＥＡＮの産業界とともに、ＡＳＥＡＮ共

同体（ＡＥＣ）を通じて実現したい事項を伝え、共有した。ＡＳＥＡＮのパワーやネ

ットワークと日本企業の技術力・企業力（経営・品質ノウハウ）を掛け合わせること

で、互いのビジネス競争力向上（Ｗｉｎ-Ｗｉｎの関係構築）につなげる。ＡＳＥＡＮ

－ＢＡＣに訴えたい点は３つ： 

  ①ＡＳＥＡＮ及び東アジアにおける高いレベルの経済統合の実現。 

  ②ＡＥＣ２０２５に向けた国境を超えた「ビジネス・インテグレーション」の促進。 

  ③ＡＥＣ２０２５に向けた新たな産業の育成：必要な取組み推進。日本の経験の共有。 

 ○ＡＳＥＡＮ日本人商工会議所連合会（ＦＪＣＣＩＡ）会長補佐の保住正保ジェトロ・

バンコク所長は、ＦＪＣＣＩＡの活動について紹介し、ＡＳＥＡＮ内で加盟している

日系企業約６,０００社からの１１分野の要望は、ビジネスの現場からの声であり、例

えば、通い箱の関税と通関手続きといった具体的なものであると説明した。 

 ○西川氏は、①ＦＪＣＣＩＡの要望は、在ＡＳＥＡＮの企業が共通して抱える課題であ

るので、ともに解決を図りたい、②ＡＳＥＡＮにおけるビジネスを理解するためＡＳ

ＥＡＮ投資サミットなどに参加したいので情報を提供してほしい、③５月に「ＡＳＥ

ＡＮショーケース」で自動車部品の技術移転などを紹介する、と語った。 

 

（３）今後の活動についての討議 

 ○ダト・ラメッシュ・コダンマル氏（マレーシア）は、多くの日本の中小企業はＡＳＥ

ＡＮに進出しており、経験も豊富だ。ＡＳＥＡＮは中小企業の育成に挑戦しており、
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日本の中小企業と提携していきたいと述べた。 

 ○ジェイ・ユバロス氏（フィリピン）は、１７人もの大勢で参加した日本の前向きな意

欲を感じる。（次の時間帯に会議を行う）中国の参加者は３人だ。日本の要望事項は受

け取ったので、今後一緒に取り組んでいきたいと語った。 

 ○アルジェフリ氏（マレーシア）は、ＦＪＣＣＩＡの要望事項はすでにＡＳＥＡＮ－Ｂ

ＡＣの要望に盛り込んでいるＡＥＣ２０１５後の課題について年末までにＡＳＥＡＮ

－ＢＡＣの要望に盛り込むことに期待を寄せた。 

 ○ロベルト・ヤップ氏（シンガポール）は、ポストＡＥＣ２０１５は「壮大な旅」にな

る。Ｅ‐コマースやサプライチェーン、市場の統合性などの提案をＦＪＣＣＩＡと共

に提言していきたいと意気込みを語った。 

 ○ネック・オンハ氏（カンボジア）は、ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣは強いリーダーシップを持

ったエンジンであり要望の実行を支援すると語り、日本はＡＳＥＡＮのロールモデル

になるので、ビザ免除の件でも、印中など周辺諸国のモデルになってほしいと要望し

た。 

 ○タンスリ・ムハメド・ムニール議長はじめＡＳＥＡＮ－ＢＡＣの委員は、他のどこの

国よりもＡＳＥＡＮ内でビジネス経験を積んでいる日本の知見や今後のＡＳＥＡＮビ

ジネス育成への提言に対する期待が大きいと述べた。 

 ○同時に議長はＡＳＥＡＮ内で達成できた２０１５年までの実績は、域内の関税撤廃だ

けであり、非関税障壁削減など他の課題は実質的な進展が見られないことへの懸念を

表明した。総論では合意していても、各論においては現場で様々な利害関係がからん

で難航しており、２０２５年に向けてＡＳＥＡＮ各国間において、さらに密接な官民

連携が不可欠であるという言葉で閉会した。 

 

（４）今回開催されたその他関連行事 

 ○４月２４日（金）夜： ＡＳＥＡＮビジネス賞授与式ＧＡＬＡディナー：ナジブ首相

出席のイベント。出席者数約５００人。 

 ○４月２５日（土）午後：ＡＳＥＡＮ＋１各国（日本、中国、インド、アメリカ、ロシ

ア、ＮＺ）のビジネス・カウンシルとＡＳＥＡＮビジネス・クラブ、東アジアビジネ

スカウンシル（ＥＡＢＣ）による会合でお互いの活動・提言内容を報告。 

マレーシアから、企業が直面する問題を集中的に解決して他の企業にも反映させる「パ

ス・ファインダー・プロジェクト」について提案があった。 

各国からの活動報告の中で、日本から保住正保ＦＪＣＣＩＡ会長補佐（ジェトロ・

バンコク事務所長）が、ＦＪＣＣＩＡのＡＥＣ推進に向けた活動について報告した。 

 

 

以 上 


